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松下ゆたか
プロフィール

●名古屋市出身、疎開先の三重県四日市の空襲で「九死に一生」
●埼玉県立川越工業高校卒、近畿工業（株）、クラウン（株）勤務●
1980 年6月に党専従●1995年県議会議員初当選●現在、党さ
いたま地区委員会副委員長
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　切敷川は川幅が狭く、住民は大雨のたび
に床上浸水で苦しんできました。松下ゆた
かさんは県議のとき、水害解決のため地下
河川方式を提案し、これによって工期を短
縮し、経費も少なくなりました。住民の立ち
退きなしの改修ができました。

埼玉県で初めての
「地下河川」を実現

　JR宇都宮線・高崎線は2年後に東京駅に乗り入れ横浜方
面に直行します。JRは建設費の半分を自治体に要求しまし
た。松下ゆたかさんは県議のとき、JR本社に要請行動を行
い、沿線自治体の負担をなくしました。その結果、埼玉県は
40億円が節約されました。

宇都宮線・高崎線の東京駅
乗り入れで、税金40億円を節約

　４年前の夏、北区から上尾市にかけて大
粒のひょうが降り、大きな被害が発生しまし
た。松下ゆたか元県議はただちに県と交渉
し、ひょうの被害を防ぐためのネットに補助
制度を実現しました。

「防ひょうネット」に
補助金を実現

　川越線は風速20㍍で徐行、25㍍で電車
を止めていました。荒川にかかる鉄橋が横
風を受けて危険だからです。松下ゆたかさ
んはただちに県議会で質問し、JRとの折衝
で「風よけフェンス」が設置されました。根
本的な解決には荒川鉄橋の架け替えが必
要です。そのために全力をつくします。

川越線に風よけ
フェンスを設置

　旧大宮市の三橋、日進、大砂土東の3小学校がマンモス
化。文部省は「改修費用は出せない」と難色を示しました。
松下ゆたかさんは文部省とかけあい、３億４千万円の補助を
実現しました。

３つのマンモス校改修に
国が３億４千万円を補助

日本共産党


